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した.殺説務を 67j.tml未満 (A群)と以上 (B 群)の 2 許~~こ分けたところ，
5年生存率A:棋).49もvsB:57.7先 (P=(}.OOOl)であった.また~.軸穫を 10.7
1m *溝{C群)と以t.(D群)の2群iこ分けたところ.5年生存率C:8.6誌
vs D : 61.8% {p.;:. 0.0∞訟で為った有意なif!を認め，締約，7~m!，縦教
護10みロ1をカットオフ強とすると感度O.花で組議翠を考慈しなくとも核
グレー ド務定のみで5年畿の生存を予i題することが可能であった，
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